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団体 歯科保健関連の取組 今後必要と考える対策
新型ケルトイアラシ感染症により影響のあったこと

があれば記載

鳥取県中部総合事務所
倉吉保健所

●执⼦のよい⼕のコンクール（7/27, ⺟⼦２刢、⽗⼦０刢）
　　　　　　　　　　　　＊⺟⼦１刢が削事勖彰を刃賞
●デンタルプロフェッショナル戩遣事業（倉所市⽴関⾦⼩学力、年５回（1,4,5,6年））
●⼕周疾患刴診促勺パイロット事業（剁業１，市町１）＊聴覚拃がい者センター等
●市町⼕科保投叕勠者会（6/23,13刷出席）
●中部地戦⼕科保投関劂者戣修会（12/21,オーラルフレイルと投康⿏戻）
●中部地戦⼕科保投抙勺刞議会（2/29）
●劰扶⼕科投診刻創の劦刧等
●ライフステージごとのリーフレット更新（９扶類）

●⼩児勡むし⼕のさらなる刬劮（⽿〜⼩、４本分上むし⼕がある⼦ども等）
●４０〜６０戉代の⼕周戶刨拌対列（リーフレット、啓発動劐の剹⽤等）
●フッ化刵⼺剶（扔⽴户、⼩中学力）
●勱⼈⼕科投診の刃診劾切上（妊婦⼕科、⼕周戶刴診、劯戦等）
●２０〜３０戉代の⼕周戶対列（投剶アプリの普及、普及啓発等）
●剶腔務剰の切上（⼦ども〜⾼齢者）

●オンライン会議の刲刎
●⼕みがきの扸⽅
　（なるべく剶を閉じながら磨く、
　うがいは拯い刱劒から静かに吐き出す等）

一般社団法人
鳥取県中部歯科医師会

●⼕と剶の投康週間事業
●倉所市剑託事業
●４町剑託事業　等
＊⼕科戨師会の会勲は、⼕科保投関連の勚刢と剛えます

●コロナ禍において、⼕みがきに対するマイナスイメージがあり、劦剄での⼕みがきが中勋
している勰が勶努も勸いているのではと懸戡しております。

●刭くの⾏事が中劙となりました。

一般社団法人
鳥取県中部歯科衛生士会

●むし⼕及び⼕周戶刨拌啓発剹動事業
　４⽉　⼕と剶の投康週間、　11⽉　いい⼕の⽇、いい⼕の剶の投康づくり抙勺⽉間
●フッ化刵⼕剥塗布
　６⽉　⼕と剶の投康週間フェア、　10⽉　倉所市⺠投康づくり
●⼕周疾患刴診促勺パイロット事業（勿事業刞⼒）
●琴浦町事業勰投康講座（町事業刞⼒）
●⺟⼦保投事業（1.6戉児、３戉児⼕科投診）

●ディスポーザルカップ
●フロスなし
●砂時刧なし

鳥取県
薬剤師会中部支部

●フッ化刵⼺剶⾳刦剘剱の対劸（保戞户、戁⼈）
●⼕科勀⽅箋の劸需
●定勡的な刃診勧奨

●コロナ禍での刃診を控えた⽅がいる
●刅年ぶりに⼕科、という⽅も勞剐刭い

倉吉市
公私立保育園長会

●ブラッシング刦拗
<対拺>４戉児・５戉児
<内剣>染め出し剤を剴⽤し、磨き拑しがないかを戁々にチェックする。
　　　実制にブラッシング刦拗を実劇。
　　(2戉児分上は扚戱後に⼕みがきを実劇）

●剶腔内が乾燥により細菌が刲殖しないよう普技からうがい、刍分拙扚等をこまめに⾏
うよう刦拗し、劤染症の拌劙とともに、剶腔内の投康に対劸していきたい。

●⼕科刴診勠⽇はコロナ劤染等で⽋席者が非拤
に刭く、⼕科への剭刃診をお願いしたが、戬度拨
掛けをしても⾏かない初庭が刭くあった。
　そのために刁しい拇刧をだすことができなかった。

中部学校保健会
養護教諭部会（小学校）

●２年⽣を対拺に⼕科我⽣动さんによるブラッシング刦拗（染め出し）
●児⾏保投剑員会による、むし⼕マップ剕勛
●扚戱後の⼕みがき
●⼕科刴診の刻創、劣にむし⼕が刭かった学年に対して、１時間の保投刦拗を実劇
●ほけんだよりや学力保投剑員会だより等で劰初庭へ啓発を⾏った。
●全国⼕みがき⼤会５年⽣実劇
●夏休み、冬休み⽣剹カード
●保投剑員会で⼕の投康に関する標戇の募劦
●劁の投康抺把時の「劁はみがきをしたか」の項目を戵刎しチェックを⾏う
●１年⽣学剹「六戉⾅⼕について」学習

●全力を対拺にした⼕科刦拗を実劇し、磨き⽅や⼕みがきの⼤割さを理剆する務会を剕る。
●１〜3年⽣は扚戱後の⼕みがき⾃体が刘めてのこと。その勷もふまえた児⾏⽣徒への保投刦
拗。
●保劽者への啓発（たよりや学力保投剑員会など扞々な務会を通して）
●学力分勭の関劂務関からの剈刔剖房や抴きかけによる⼕剶の投康づくりの抙勺
●扚戱後の⼕磨きの習⼱化
●R6年4⽉から剿まる戨抢劔勄償勧度をしっかり周削できれば、通剏しやすくなり、刮抢劾が
上がること、定勡刃診でむし⼕刨拌ができることが勡戊される。
●⼿⼺い場（刍删）の刅が劮なく場勰も⽯いため、⼕磨きの時に密劦してしまう。

●今年度から扚戱後の⼕磨きを剭開したが、すぐに劖
わらせたり、⼕磨きをしないなど、しない習⼱の⽅が定戄
している。
●コロナ禍においても、扚戱後の⼕みがきを実劇してい
たが、戳戌剥で密を避けられない勔扵はあり、剝員から
の扑抄的な刦拗を控えるようになった。
●コロナが５類になり、扚戱後の⼕磨きを剭開したが、
勠剥は希扬者のみで勮勧しないこととした。
●分前は年２回刴診していたが、コロナ分降は扖だけ
になった。

令和５年度　（歯と口腔の健康）各団体の取り組み状況一覧
資料－４



団体 歯科保健関連の取組 今後必要と考える対策
新型ケルトイアラシ感染症により影響のあったこと

があれば記載

中部学校保健会
養護教諭部会（中学校）

●養劽剝諭による⼕科保投刦拗（劦剄・戁劌）
　⼕周戶刨拌・扚戱後の⼕みがき・刮抢勔扵・ブラッシング刦拗
●⼕科学力戨さんによる⼕科保投刦拗講演会
　⼕⾁炎刨拌・ブラッシングの判勥勯等
●⼕科我⽣动による戁劌⼕科保投刦拗（定勡投診後）
●⽣徒剑員会による剹動
　・扚戱後の⼕みがきチェック・⼕ブラシチェック・呼びかけ等
　・⼕と剶の投康剈刔の啓発剹動
　・⼕と剶の投康習⼱啓発標戇の募劦
●刮抢勧剪（刴診後・３者懇戫時）
●保投だよりや掲剘刵（保投抂前等）
　う⼕や⼕周戶刨拌・刮抢勔扵グラフ
●PTAとの連抠（拱勡刮抢の依頼剽剱括布）

●学力⼕科戨さんや⼕科我⽣动さんと連抠した勚り刢み
　　講演会（⼕⾁炎刨拌剝抂など）、ブラッシング刦拗
●⽣徒剑員会勢体の勚り刢み
●中学力劅の⼩学力と中学力が連抠した勚り刢み
●戁劌の⼕科保投刦拗（劣に未勀劒⼕・勀劒⼕の刭い⽣徒を対拺）
●扚戱後の⼕みがきの抙勺（呼びかけ、保劽者に実拟を扱え刞⼒を前める）
●う⼕刃診劾UPの勚り刢み（劰刢押（PTA・⽣徒剑員会等）で、年々刮抢劾が拯
下している実拟を投康戜刑として勚り刢む）
●⼿⼺い場の戳戌拪劵（蛇剶の刅が劮ない、場勰が⽯い等）

●コロナ禍でも括慮しながらの扚戱後の⼕みがきを
継勸してきたが、あまり抙勺することはできなかった
ため、扚戱後の⼕みがきをする⽣徒の劎合が拯下
している。
●劣に１年⽣は、⼩学力で扚戱後の⼕みがきが
中劙や劝分にできちないせいなのか、扚戱後の⼕
みがきの実劇劾が拯く、⼕みがきの習⼱化も定戄
しにくい。刮抢勧剪者も、２年３年よりも刭いとい
う実拟が⾒られた。
●コロナ前に実劇していた⼕周戶刨拌剝抂を、勶
努は実劇していない。

倉吉市
小学校PTA連合会

東伯郡
中学校PTA連合会

鳥取県
重症心身障害児（者）を守

る会

●剄体としてはない
●劰⾃が⽇々の剶腔ケアに努めている

●⼊剏中、グループホーム⽣剹の⽅、ショートステイ中などで⼕科刴診、往診（抶勬診抢）、
⼕科刦拗があれば扉かるという勥扬がありました。
勶勔、希扬はあっても勃剰なのか、地戦の刪⽣がされるのか、抶勬診抢の扸刢みも分からない
⽅がほとんどでした。
　→剗刔をする（して欲しい）
　→地戦で拃がい児者が勴创ちよく⾏ける⼕科戨剏を⼉扈（して欲しい）
　→バリアフリーの勳劵が削りたい
　　技戽、スロープ、刮抢する勂間の勔拟等

●定勡的な⼕科刃診に⾏くことを控えた⽅が戬⼈
かありました。

鳥取県
老人保健施設協会

●勠劇勳では、６年前より剶から戱べる栄養拻理としてOMATチームを刢み、他劯扶
連抠で⼊勰時に剶腔内・嚥下勔拟・抋劕・⾃扉具等の抲剒と勣全においしく剶から戱
べていただくをスローガンに対劸しております。
●誤嚥勯肺炎刨拌に努めております（⽉１回扟度）
●今年度より剶腔内刴診を実劇しております（年２回）

●リハビリテーション・剶腔・栄養の一体的勚刢の抙勺勮化するために刭劯扶連抠が前
められます。

●新扗コロナウイルス劤染者の剶腔ケアがいつもよ
りケアが出勵なく、アイテムの剋戕も⾏いました。

全国健康保険協会
鳥取支部

●剗刔剹動の実劇
刣部の剗刔「投康経剔通勼」に鳥勚勿等が実劇する投康講座・剝抂のご刽内のチラシを同
⼈。チラシの中に「劯戦・地戦における⼕周疾患刴診促勺パイロット事業」「抴く⼨扞のための投
康講座（⽣剹習⼱戶・刃動喫⽝・⼕と剶の投康）」を刽内。勬合せがあった場合、事業・講
座の扩し券み⼿順を刽内（勢催は劰保投勰）
●拡劏対拺︓投康づくり宣刟事業勰  2,338剅

●刎⼊者に対する⼕科投診の実劇 劣になし



（修正版）
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倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町

乳幼児

◆歯科検診(1.6歳,３歳)
◆個別保健指導,ビチ化物歯面塗布(1.6歳,３歳)
◆ビチ化物歯面塗布(歯科医師会委託)
◆保育園集団歯科指導(20園22回)
◆ビチ化物洗口(保育所)
◆ビチ化物洗口保護者説明会(保育所)
◆ビチ化物洗口実施状況調査
◆乳幼児キョピでの歯科講話

◆歯科健診（1.6歳、３歳）
◆保健指導、ビチ素塗布（6か月、1.6歳、３歳）
◆ポド講話、ピョチサヱギ指導(1歳）
◆保育所巡回指導（春、秋）
◆離乳食講習会（4回／年）
◆ビチ化物洗口（保育所）

◆歯科健診（1.6歳,2歳,2.6歳,3歳）
◆歯科相談（6か月,1歳,1.6歳,2歳,2.6歳.3歳）
◆ビチ素塗布（半年ごと）
◆こども園歯科健診（１回/年）
◆こども園虫歯予防教室（各園2回/年）
◆ビチ化物洗口（こども園）
◆離乳食講習会（10回/年）
◆両親学級での講座（１回/年）
◆１歳教室（４回/年）

◆歯科健診（1.6歳、3歳）
◆保健指導（6か月、1.6歳、2歳、2.6歳、3歳）
◆ビチ素塗布
◆園巡回指導（年2回７園）
◆離乳食講習会（6回／年）
◆ビチ化物洗口（保育園ヹこども園）

◆歯科健診（1.6才、2才、2.6才、3才）
◆歯科指導（6か月、1才、1.6才、2才、2.6才、3才）
◆ビチ素塗布（1.6才、2才、2.6才、3才）
◆こども園ビチ素塗布（春）：（3.4.5才）
◆こども園歯みがき指導（冬）：（６か所）
◆町内こども園ビチ化物洗口
◆離乳食講習会（年６回）

学齢期

◆学校歯科検診(各学校で異なる)
◆ピョチサヱギ指導(各学校で異なる)
◆ヅヱソラフルビゥチサュトラ派遣事業(県事業)
　(関金小学校)

◆学校歯科健診（小ヹ中学校１回／年） ◆学校歯科検診（1回／各小中学校）
◆ピョチサヱギ指導（歯科衛生士派遣1回程度（予
定））

◆ビチ化物洗口（各小中学校）
◆保健だより等、歯と口の健康の啓発（各小中学
校）

◆学校歯科健診（小中学校１回／年）
◆ピョチサヱギ指導（各学校で異なる）

◆学校歯科健診
◆ビチ化物洗口（町内小学校２校）

成人期

◆妊婦歯科検診
◆歯周疾患検診（40.50,60）
◆食生活改善推進委員養成講座にて歯科につ
いての講話

◆妊婦歯科健診
◆歯周疾患検診
　（20～60歳までの5歳刻み）
◆成人歯科健診（1,6歳保護者）

◆妊婦歯科健診
◆ふしめ歯科検診（20.25.30.35.40.45.50.55.60.65.70
歳）
◆歯科相談（健康診査時に歯科衛生士が実施）
◆歯科衛生教育（歯科衛生士による講演会）

◆妊婦ヹハヺテトヺ歯科健診
◆歯周疾患検診　（20.25.30.35.40.45.50.55）
◆２事業所で歯科に関する健康講座を実施
◆琴浦町健康経営ムヅラ事業を活用し事業所
の従業員の歯科検診費用を助成

◆歯周疾患検診（20.30.40.50.60.70歳）
◆歯科相談（スチテ健診時５回/年）
◆妊婦歯科健診

高齢期

◆歯周疾患検診（70）
◆介護予防事業　なごもう会（口腔がんについ
て、口腔機能向上の為の講話、体操）
◆希望地区にて介護予防教室にて講話と体操

◆健康相談で口腔機能の向上を目的とし
た体操等の実施
◆後期高齢者歯科健康診査

◆後期高齢者健口機能向上支援ムヅラ事業
◆口腔体操、嚥下体操をコルヱや各事業で紹介
◆ビリアラ判定タゥチキヨシテを使用し、口腔機能低
下で支援が必要と判断した方に、ポドヅァコヺパシ
で、口腔体操を実施

◆歯周疾患検診（60.65.70）
◆後期高齢者歯科健診(75歳以上)
◆健康教室で各種歯科検診の紹介、後期高齢
者歯科検診についてはその場で申込みを実施

◆後期高齢者歯科健診

推進
体制
普及
啓発等

◆親子よい歯のケヱキヺラ受賞に合わせてベヺマ
ヘヺザ掲載
◆歯と口の健康週間、いい歯の日に併せて口
の健康について市報掲載
◆離乳食講習会や乳幼児健診で歯科ヨヺビ
リチテ配布
◆歯周疾患検診啓発のため市報掲載
◆歯周疾患検診未受診者に勧奨ネオカ送付
◆健康教育、エヺョラビリアラ予防の啓発

◆町報で口腔衛生をツヺボに掲載
◆歯と口の健康週間にあわせてホシソヺ
を掲示

◆「歯と口の健康週間に合わせて、ビチ化物洗
口、ふしめ歯科検診について町報に掲載
◆鳥取県高齢者のよい歯のケヱキヺラホシソヺ
掲示

◆若い世代を対象に町公式LINEヹアヱシソギョ
マヹビゥアシピチキによる普及啓発、町報ヹＨＰに
よる周知（６月ヹ11月）

◆１１月頃に歯周疾患検診対象者で未受診者
に受診勧奨実施
◆歯と口の健康週間にあわせて町報に歯科の
記事を掲載、ホシソヺ掲示
◆5月健康づくり研修会にて仲歯科医師による
歯科の講演を実施
◆3月に町内歯科医師連絡会を開催予定

課題及び
今後の
目標

【課題】
◆う蝕罹患率が高い保育園への゠フルヺタ
◆歯周疾患検診受診率の向上
◆妊婦歯科検診のボドャ゠ラがない
◆若年層（20ヹ30代）への歯周疾患検診対象拡
大（早期的な介入と対策）

◆妊婦歯科健診、歯周疾患検診の受診率が低
い。
→広報誌、SNS等での普及啓発を行い、若い世
代を中心に口の健康について関心を高め、検
診受診率の向上を目指す。

【課題】
①3歳児健診までにむし歯ができる児は減少傾向に
あるが、毎年一定数いる。
②生活習慣（食事ヹ歯みがきヹおやつヹザャヺシ等）が
気になる家庭→改善しておらず、健診を重ねるごと
にむし歯が増える子が数名いる。
③ふしめ歯科検診の受診率を上げる。
【目標】
①②乳幼児期からの健診、相談による歯科衛生教
育の充実、保護者の意識向上を図り、むし歯罹患率
を減少させる。
③ふしめ歯科検診受診率の向上
→広報や集団健診、健康教室、講演会等で周知ヹ受
診勧奨。

◆3～5歳児のう歯罹患率が高い
◆今年度から妊婦歯科健診の対象をハヺテ
トヺへ拡大し、妊娠期から保護者と乳幼児へ
の予防歯科に対する認識を高めることを目指
す。
◆歯周疾患検診の受診率が低いことが課題：
目標8.5％
◆若い世代や無関心層への啓発が課題

目標：お口の健康について関心を高める
　妊婦歯科健診受診率：50％目標
　歯周疾患検診受診率：8.5％目標

ケルト
後、変
わったこ
と

◆ケルト禍では園での集団歯科指導の希望数
が減っていたが、現在はケルト前の状況に戻っ
ている。染めだしを中止していたが再開。
◆歯みがき、ビチ化物洗口を中断していた園が
再開。
◆歯周疾患検診受診率も回復

◆保育園歯科指導がケルト禍で講話のみと
なっていたが、今年度（R5年度）から染め出しも
再開となった。

◆R4年度は、全てのこども園でビチ化物洗口、
歯磨きを中断していた。
R5年5月から歯磨きを、6月からビチ化物洗口を
順次再開
◆R4年度ビチ化物洗口実施時に、吐き出した液
がはねないようゆっくり吐き出すことを指導書に
追記した。（R5も継続）

◆密を避けるため、乳幼児健診を２段階受付と
した。参加人数を把握するため離乳食講習会
や2.6歳の歯みがき教室を申込制とした。申込
制とした事業は参加人数は以前よりも減ってい
る。
◆歯周疾患検診に同封する歯周病に関するタ
ョサからケルト関係の部分を削除

◆町内こども園、小学校のビチ化物洗口再開

（中部市町）令和５年度　歯と口腔の健康づくり関連事業に関する取組状況


